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�� 子育ては、世代を越えて命を守り伝え、未来を創造する大切な営みです。そして、家庭こそ
その根幹であり、子どもたちにとっての健やかな育ちの場、「心の拠り所」でなければなりません。
保護者は、深い愛情を持って子どもと向き合い、家族が絆を深める団らんの時間等を大切にし
ながら、安心して生活できるよう望ましい環境を整え、子どもを温かく育んでいくことが、何よ
りも重要です。

� 同時に、家庭は教育の原点であり、保護者は、教育についての第一義的責任を有しています。
家庭教育は、子どもたちが、豊かな情操や基本的な生活習慣、人への思いやり、倫理観、自
立心などを身につけていく上で、重要な役割を果たすものです。
� 今、核家族化をはじめとする大きな社会環境の変化の中で、家庭が従来の教育力を維持で
きなくなりつつあることが懸念されていますが、保護者には、地域や学校との結びつきを強め
る中で、また、地域や学校の支えの中で、子どもに幼少時からさまざまな体験を積ませるとと
もに、自ら子どもの手本となって行動することにより、子どもの心身の調和のとれた発達を図っ
ていくことが期待されています。

�� また、学校の行う教育活動の中には、家庭と連携することによりその効果が大きく高まるも
のが少なくありません。規範意識の育成、学習習慣や運動習慣の定着、食育や安全教育、読
書活動の推進、環境に配慮する意識や望ましい職業観・勤労観の形成、携帯電話等の正しい
使い方の習得など、学校教育と家庭教育の連携による相乗効果が期待できる事項は多岐にわ
たります。
� 家庭の役割を考える場合、さまざまな家庭
が存在することを念頭に置く必要があります
が、それぞれの家庭が、できる範囲でこうした
連携を意識し、積極的に実践していくことが、
今後一層重要となってくるものと考えられます。

�� 加えて、家庭は、地域の教育力の源でもあ
ります。県民総参加で教育に取り組んでいく地
域社会の体制を整えるためにも、ＰＴＡや子ど
も会等の活動の活性化を図っていくことが重要
であり、すべての保護者がその意義を認め、こ
うした活動に前向きに参画していくことが期待
されます。

2  「家庭」への期待 ～教育の原点としての役割の実践～

◇「心の拠り所」として、子どもを温かく育むこと
◇�教育の原点として、基本的な生活習慣の形成、子どもの心身の調和のとれた
発達等を図ること

◇学校との連携を深め、教育効果を高め合うこと
◇ＰＴＡ活動等を重視し、取組に参画すること
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�� 地域は、年齢や職業、考え方の異なる多様な人との関わりの中で、子どもたちが社会性や豊
かな感性を身につけ、成長する場として、重要な役割を担っています。このため、子どもを持つ
家庭だけでなく、地域のすべての大人が子どもたちに積極的に関わり、その成長を支えるとと
もに、子どもたちが安心して遊び、生活できる地域づくりを進めていく必要があります。
� 近年、住民の地域社会への帰属意識が希薄化し、地域の教育力の低下が懸念されており、
地域全体で子どもたちを育む取組を意図的に活性化していくことが重要と考えられます。地域
住民やＮＰＯ等が連携し、異年齢の子どもたちや異世代の人 と々の人間関係が深まる多様な体
験・交流活動や、地域の自然や文化にふれたり、社会貢献活動に参画したりする機会を継続的
に提供していくことが期待されます。

�� また、今、学校では、教育内容の充実や教員の子どもたちと向き合う時間の確保に向けて、
地域への期待が高まっています。同時に、子育てに不安を抱える家庭が増え、地域全体で家
庭を支えていくことが必要となっています。
� このため、地域住民やＮＰＯ等には、学校運営への参画や出前授業、ボランティア活動、問
題解決への協力などにより学校を支援する、あるいは子育てや家庭教育を応援し支えるといっ
た役割が期待されています。
� 今後、地域による学校支援、子育て支援の取組が一層進み、こうした活動を通して地域住
民同士が活発に交流し、さらに地域の絆を深めていくという循環につながっていくことが望まれ
ます。

�� 企業には、育児休業の取得促進、家庭教育の重要性の啓発、授業参観やＰＴＡ活動参加へ
の配慮など、従業員の子育てや家族の絆を深めることを支援する職場環境づくりに努め、次代
を担う人材の育成に積極的な役割を果たすことが期待されます。
� また、学校や地域で行われるさまざまな教育活動に対する施設や備品等の提供、出前授業
の実施、職場体験やインターンシップの受入れ、農業体験や環境教育、文化芸術活動への協
力など、企業の持つ専門性を生かし、地域の一員として、教育活動に積極的に参画することが
求められています。
� さらに、災害に強く、犯罪の起きにくい安心・安全な地域社会づくりや、外国人児童生徒教
育の充実等に向けた取組を、行政等と連携協力しながら展開していくこと、障がい者の雇用を
一層進めていくこと等が期待されています。

3  「地域」への期待 ～地域ぐるみの教育参画、学校支援～

◇豊かな人間性を育む多様な体験・交流の機会を、子どもたちに提供すること
◇学校を支援すること、あるいは子育てや家庭教育を応援し支えること
◇�企業については、子育てを支援する職場環境づくりを進めるとともに、専門
性を生かし、教育活動に積極的に参画すること
◇�大学等の高等教育機関については、教育資源を地域の子どもたちや学校に還
元すること
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�� 大学等の高等教育機関には、出前授業の実施や公開講座の開催など、蓄積された教育資源
を地域の子どもたちや学校に積極的に還元することにより、義務教育・高校教育の充実発展を
支援する役割が期待されています。
� また、教員養成を行う大学等には、教育現場の実態を踏まえ、力量ある教員を養成することや、
教員研修への講師の派遣等を通じ教員の資質向上を支援していくことなどが求められています。

�� 教育行政を担う県および市町の教育委員会には、子どもたちの学びの充実に向け、質の高い
教育環境を実現することが求められています。
� このため、教育委員会は、子どもたちに直接関わる学校現場を支えるという視点に立ち、そ
れぞれの学校が今何を必要としているのかを十分把握した上で、専門的な支援をはじめ、先進
的な取組事例の育成・把握と展開、安全・安心な学校づくり、教員の資質の向上、教員が子ど
もと向き合える時間の確保といった多様な教育的支援を推進していきます。
� また、今後の国の動向等に留意して、県全体の教職員定数を見きわめつつ、本ビジョンの各
施策の推進にあたり、より効果的な教職員の配置に努めていきます。

�� また、教育委員会には、県民の視点に立ち、教育に求められるニーズや、子どもたちの学力
や体力等にかかる現状と課題を把握・分析した上で、本ビジョンの実現に向けた計画やシステ
ムを整備し、それを踏まえて、学校や教職員に対し、必要な助言等を行う責務があります。

�� さらに、教育委員会には、多様な主体が連携・協力し、県民総参加で教育に向き合うという
本ビジョンの実現に向け、家庭、地域住民、企業等がそれぞれの役割を発揮できるよう、コミュ
ニティ・スクール制度等の活用の推進、地域と学校を結ぶコーディネーターの育成、家庭教育
の充実に向けた啓発など、必要な働きかけや支援等を行うことが求められます。子育て支援分
野など他の行政分野とも連携し、これまで以上に県民の力を教育活動に生かせるよう、総合的
な観点からの取組を進めていきます。

�� 教育委員会は、学校を含めた組織全体が円滑に機能するよう、質の高い組織運営を行うと
ともに、教育活動の質のさらなる向上に向けて、その継続的な改善を進めていく必要があります。
経営品質の考え方を踏まえ、県民の声を幅広く受ける広聴機能の充実等による「開かれた教育
委員会」づくり、取組の重点化やＰＤＣＡサイクル＊1の確立による効果的な施策の実施、学校
現場を重視した組織運営の推進等を図っていきます。

4  「行政」の役割 ～質の高い教育環境の創造～

◇学校を支援し、質の高い教育環境を創造すること
◇ビジョンの実現に向けた計画やシステムを整備し、必要な助言等を行うこと
◇多様な主体の、教育への参画を促進すること
◇質の高い組織運営を行うこと

＊1 ＰＤＣＡサイクル：事業活動を円滑に進める手法の一つ。計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→
改善（Action）の流れを次の計画に生かしていくプロセスのこと。










